
いちごドリルプリント

高校公民プリント（過去問類似）
日本の思想 No.6

名前 得 点

　／10

問1 世界の始まりにおいて、超越的な唯一神による天地創造が行われるのではなく、天と地が分かれる混沌の中から自然発生的に
神々が現れるという宇宙観を持ち、のちの江戸時代に本居宣長らによる国学の研究対象ともなった、日本現存最古の歴史書は
何か。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  風土記 2.  万葉集 3.  古事記 4.  懐風藻

問2 江戸初期の儒学者である林羅山は、幕府の正学となった朱子学の立場から、天と地のように上下の別がある自然界の秩序と同
様に、人間社会における身分秩序も不変の理に基づいていると主張し、封建的な支配体制を正当化した。このような、自然の
秩序と社会の身分秩序を同一視する思想を何というか。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  天人合一の説 2.  知行合一の説 3.  上下定分の理 4.  格物致知の説

問3 平安初期に唐から密教を伝えた空海は、宇宙の真理そのものである本尊と修行者が一体化することにより、現世の肉体のまま
で究極の悟りを開いて仏になることができるという教えを説いた。この思想を何というか。 （2010年　全国公立入試　類似）

1.  専修念仏 2.  只管打坐 3.  即身成仏 4.  悪人正機

問4 近代日本の思想家である和辻哲郎は、日本神話における神々のあり方を分析した。彼は、日本神話には唯一絶対の究極神は存
在しないとし、最も尊貴な神として位置づけられる存在であっても、みずから他の神を祀るという主客の二重性をもった存在
として描かれていると指摘した。この、和辻が主客の二重性をもつと指摘した、日本神話において最も尊貴とされる神は誰
か。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  オオナムチ 2.  サルタヒコ 3.  アマテラス 4.  カミムスビ

問5 白樺派を代表する作家・思想家である武者小路実篤は、個人の生命や個性の尊重を重視し、各自が自己の人間性を最大限に成
長させることが人類全体の発展に貢献すると考えた。彼がその理想的な共同生活を実践する場として、1918年に宮崎県に創設
した共同体の名称は何か。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  新婦人協会 2.  新しき村 3.  日本共産党 4.  全国水平社

問6 知識や認識といった心の内面と、実際の行動は切り離すことができず、真の知識は必ず実践を伴うものであるとする、日本の
陽明学者や幕末の志士たちの行動規範に大きな影響を与えた思想上の命題を何というか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  修己治人 2.  知先行後 3.  知行合一 4.  格物致知

問7 人間は他の生命を奪わなければ生存できない根源的な罪悪を抱えた存在であると深く自覚し、自力による修行を否定して、阿
弥陀仏の慈悲による絶対的な救済を信じるべきだと説いた、浄土真宗の開祖は誰か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  日蓮 2.  道元 3.  法然 4.  親鸞

問8 主観と客観が分かれる前の「純粋経験」を哲学の出発点とし、のちに東洋的な「無」の思想を包摂した独自の思索を展開し
た。すべての意識や実在の根底にあり、対立する多様な事象が矛盾を内包したまま統一される根源的な領域を「場所」として
捉える哲学を提唱した、近代日本を代表する思想家は誰か。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  西田幾多郎 2.  和辻哲郎 3.  井上哲次郎 4.  波多野精一

問9 江戸時代中期、朱子学の解釈を批判し、古代中国の言葉を当時の意味で直接理解しようとする学問を提唱した儒学者がいる。
彼は著書『弁道』において、社会を治めるための具体的な制度や礼楽である「先王の道」を明らかにしたが、この人物は誰
か。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  伊藤仁斎 2.  林羅山 3.  中江藤樹 4.  荻生徂徠

問10 人間を単なる孤立した「個人」としてではなく、他者との関係性において存在する「じんかん（人間）」として捉え、個人が
社会に埋没することなく、自己を否定しながら共同体とのつながりの中で生きるという動的な関係性を「間柄的存在」と呼ん
だ、大正・昭和期の日本の思想家は誰か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  和辻哲郎 2.  内村鑑三 3.  吉野作造 4.  中江兆民
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問1 浄土教の根本経典に説かれ、ある仏がすべての衆生を救うために立てたとされる四十八の誓願を何というか。この誓願では、
その仏を信じて名号を称える者を一人残らず極楽浄土へ往生させることが約束されている。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  阿弥陀仏の本願 2.  阿弥陀仏の名号 3.  阿弥陀仏の浄土 4.  阿弥陀仏の誓願

問2 明治から昭和期にかけて活躍した博物学者の南方熊楠は、神社合祀反対運動を指導したことでも知られる。彼が、宇宙のあら
ゆる事象や道理が単一の因果関係にとどまらず、縦横無尽につながり合って存在している世界のあり方を表現した独自の概念
図を何というか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  南方曼荼羅 2.  大日本主義 3.  天皇機関説 4.  小日本主義

問3 平安時代中期、貴族中心であった仏教を庶民へと広める先駆者となった人物がいる。彼は京都の市中（市井）に入って人々に
念仏を勧め、さらに道路や井戸の整備、無縁仏の火葬などの社会事業を行ったことから、「市聖」と呼ばれた。この人物とし
て最も適当なものを答えよ。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  空也 2.  良忍 3.  源信 4.  法然

問4 明治期の思想家・文学者である夏目漱石は、日本の近代化について、西洋からの外発的な影響によって急激に進められたた
め、自己の内面から湧き出る内発的な発展を欠いていると批判した。このような、中身の伴わない日本の近代化のあり方を、
彼はどのような言葉で表現したか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  皮相上滑りの開化 2.  外発的開化の受容 3.  内発的開化の進展 4.  自己本位の生き方

問5 平安中期の僧である源信は、著書『往生要集』において、阿弥陀仏や極楽浄土の姿を心の中で克明に思い浮かべる修行方法を
重視した。のちに法然らが広めた、口頭で仏の名を唱える方法とは異なり、心の中での観想を主とするこの修行方法を何とい
うか。 （2009年　全国公立入試　類似）

1.  観相念仏 2.  称名念仏 3.  口称念仏 4.  専修念仏

問6 戦後の日本において、近代社会を支える自立的な主体性の確立を思想的課題として掲げた政治学者は、日本の思想史において
中核となる伝統が形成されず、外来の思想が次々と流入しては並存している状況を批判した。このような歴史的な一貫性や体
系性を欠いた思想のあり方を「雑居」と表現し、主体的な知的伝統の欠如を指摘した人物は誰か。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  大塚久雄 2.  鶴見俊輔 3.  吉本隆明 4.  丸山真男

問7 明治期において、自由民権運動などの現実政治に挫折した後、文学の世界に転じた人物である。雑誌『文学界』を創刊し、現
実の「実世界」に対して、自己の「内部生命」の要求や精神の自由を重んじる「想世界」を追求した、近代日本におけるロマ
ン主義の先駆者となった詩人・評論家は誰か。 （2022年　全国公立入試　類似）

1.  北村透谷 2.  坪内逍遥 3.  国木田独歩 4.  二葉亭四迷

問8 キリスト教思想家の内村鑑三が、日清戦争を「義戦」として肯定した立場から一転し、日露戦争の開戦前夜にキリスト教の人
道主義的立場から一貫して戦争に反対するために唱えた主張を何というか。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  主戦論 2.  非戦論 3.  義戦論 4.  講和論

問9 古代の日本人は、自然を恵みをもたらすものであると同時に、時に猛威を振るう脅威としても捉えていた。このような自然に
対する畏怖から、神には二つの側面があると考えられた。このうち、天変地異や疫病などの災いをもたらす、神の荒々しく破
壊的な側面を表す概念を何というか。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  荒魂 2.  奇魂 3.  和魂 4.  幸魂

問10 主客未分の「純粋経験」を唯一の現実とし、そこから独自の思索を展開した日本の哲学者は、人間が日常の中で経験する悩み
や行き詰まりといった「人生の悲哀」を、宗教や哲学の問いの根底にあるものと位置づけた。この人物は誰か。 （2023年　全国公立入

試　類似）

1.  和辻哲郎 2.  井上哲次郎 3.  西田幾多郎 4.  清沢満之
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問1 元武士の経歴を持つ江戸時代初期の禅僧で、それぞれの身分に与えられた世俗の生業に励むこと自体が仏道修行であると説
き、商人の営利活動も天から与えられた役目として肯定した人物は誰か。 （2014年　全国公立入試　類似）

1.  山鹿素行 2.  中江藤樹 3.  白隠慧鶴 4.  鈴木正三

問2 日本の伝統的な生活文化や宗教的慣習において、初詣や節分、お彼岸などのように、毎年特定の時期や季節に繰り返して行わ
れる慣習や行事の総称を何というか。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  年中行事 2.  伝統芸能 3.  冠婚葬祭 4.  通過儀礼

問3 平安末期から鎌倉初期にかけて、俗世を離れて各地を遍歴し、自然のなかに身を置きながら人生の無常を和歌に詠み込んだ歌
人は誰か。その私家集には『山家集』があり、桜や月を愛し、春の満月の頃に桜の下で入寂することを願う歌などが収められ
ている。 （2020年　全国公立入試　類似）

1.  西行 2.  定家 3.  兼好 4.  慈円

問4 江戸時代の町人思想において、井原西鶴は、現世をはかないものとして否定的に捉える中世的な「憂き世」の観念を転換させ
た。彼が、人々が日々の生活の中で富や快楽を追求するありのままの姿を肯定的に捉え、現世の日常世界を表現した言葉は何
か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  仮の世 2.  憂き世 3.  浮き世 4.  後の世

問5 江戸初期の儒学者が徳川将軍家に仕えて講じ、幕府の官学的な地位を占めるにいたった学派は何か。この学派は、自己を慎み
心を正す「持敬」を重視し、宇宙の理法と人間の道徳の合一を説いて、幕藩体制の身分秩序を正当化する理論的支柱となっ
た。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  朱子学 2.  陽明学 3.  蘐園学 4.  古義学

問6 明治から昭和にかけて活躍した日本の哲学者は、西洋哲学の論理を用いながら東洋的な思索を体系化しようと試みた。彼は著
書『善の研究』において、主観と客観が分かれる前の直接的な意識状態を重視し、のちに主客を包み込む根底としての「場
所」や、万物を生み出す根源としての「絶対無」の思想へと発展させた。この哲学者は誰か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  和辻哲郎 2.  内村鑑三 3.  西田幾多郎 4.  吉野作造

問7 敗戦直後の日本において、従来の道徳や権威が崩壊した状況下で、人間は一度徹底的に「堕ちきる（堕落する）」ことが必要
であり、そのありのままの自分を出発点として、自らの手で新たな価値基準を創り出すべきだと説いた、『白痴』などの作品
で知られる無頼派の作家は誰か。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  川端康成 2.  小林秀雄 3.  横光利一 4.  坂口安吾

問8 幕末の日本において、天道にかなう生き方とは、功名や利欲を離れて純粋な心情に徹し、己の「誠」を尽くすことであると主
張した思想家がいた。彼は、主君に忠を尽くす勤皇の精神がこの「誠」の実践を通じて天道に通じると捉え、のちの尊王攘夷
運動に強い影響を与えた。松下村塾を主宰し、多くの門下生を育てたこの人物は誰か。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  橋本左内 2.  吉田松陰 3.  横井小楠 4.  佐久間象山

問9 明治中期、井上馨外相らによる極端な欧化主義政策に対して、日本の伝統や文化の独自性を重視する立場から批判が起こっ
た。志賀重昂らとともに政教社を設立し、雑誌『日本人』を発行して、西洋文明の長所を取り入れつつも日本独自の個性を保
つべきだとする国粋主義（国粋保存主義）を唱えた思想家は誰か。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  志賀重昂 2.  徳富蘇峰 3.  三宅雪嶺 4.  陸羯南

問10 阿弥陀仏の救いを信じ、経典の読解や厳しい修行などの他の行いを一切交えず、ただひたすらに「南無阿弥陀仏」と唱えるこ
とのみによって極楽往生が遂げられるとする、法然が提唱した仏教思想を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  選択本願 2.  悪人正機 3.  只管打坐 4.  専修念仏
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問1 平安時代中期、貴族中心の仏教が主流であったなかで、山林での修行を経て、京の市街や諸国を巡り、庶民に対して阿弥陀仏
の名号を唱える念仏を広めた人物は誰か。この人物は「市聖」とも呼ばれ、道路の開削や井戸の掘削、死者の火葬などの社会
事業も行った。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  源信 2.  最澄 3.  空也 4.  空海

問2 主観と客観が分かれる前の「純粋経験」を哲学の出発点とし、のちに東洋的な「無」の思想を包摂した独自の思索を展開し
た。すべての意識や実在の根底にあり、対立する多様な事象が矛盾を内包したまま統一される根源的な領域を「場所」として
捉える哲学を提唱した、近代日本を代表する思想家は誰か。 （2019年　全国公立入試　類似）

1.  西田幾多郎 2.  和辻哲郎 3.  井上哲次郎 4.  波多野精一

問3 日中戦争期の1937年に刊行された著作において、人間が過ちを犯した際に抱く悔恨の情は、自分が別の行動を選択することも
できたという認識から生じるものであり、それは人間が自分で自分を決定する自由な力を持っていることの現れであると説い
た、雑誌『世界』の初代編集長としても知られる思想家は誰か。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  矢内原忠雄 2.  吉野源三郎 3.  河合栄治郎 4.  清水幾太郎

問4 江戸時代中期、それまで卑しいとされていた商人の営利活動を肯定的に捉え直し、商人が得る利益は武士の俸禄（給与）と同
じく正当な労働の対価であると主張した思想家は誰か。彼は、正直と倹約の道徳に基づき、自己の利益だけでなく相手の利益
も重んじる公正な商業活動のあり方を説いた。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  中江藤樹 2.  貝原益軒 3.  安藤昌益 4.  石田梅岩

問5 鎌倉新仏教の先駆者である法然が提唱した、末法の世において極楽往生を遂げるためには、阿弥陀仏の本願を信じて、ただひ
たすらにその名号を唱えることのみが必要であるとする修行のあり方を何というか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  悪人正機 2.  専修念仏 3.  選択本願 4.  只管打坐

問6 江戸時代の思想家である貝原益軒は、朱子学の知識を日常生活に活かすことを目指した。彼が自然観察に基づき、動植物や鉱
物などの効能や分類を体系的にまとめた、日本の博物学（本草学）の代表的な著作は何か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  解体新書 2.  大和本草 3.  暦象新書 4.  農業全書

問7 日本人の自然観や宗教観の根底にある、自然界のあらゆる事物に神霊が宿るとするアニミズム的な考え方に由来し、特定の唯
一神ではなく、無数の神々の存在を認める神道の観念を何というか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  八百万の神 2.  現人神 3.  国津神 4.  天津神

問8 朱子学の抽象的な理論を批判し、『論語』や『孟子』などの古典の言葉に直接依拠して聖人の教えを正しく理解しようとし
た、伊藤仁斎が創始した学派は何か。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  古義学 2.  水戸学 3.  朱子学 4.  陽明学

問9 明治期、自由民権運動の挫折を経て文学へと転じ、政治や社会的出世などの実世界における自己を否定した思想家・文学者が
いる。彼は、内面的な精神世界である「想世界」において「内部生命」を確立することを求め、キリスト教的人道主義に基づ
き、自己を解放し高める手段として「恋愛」を極めて高く評価した。この人物は誰か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  坪内逍遥 2.  島崎藤村 3.  北村透谷 4.  内村鑑三

問10 江戸時代中期の思想家である安藤昌益が理想とした、すべての人が自ら田畑を耕して衣食住を自給自足する、階級対立のない
平等な社会を何と呼ぶか。 （2011年　全国公立入試　類似）

1.  自然世 2.  尊王論 3.  経世論 4.  古道説
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問1 明治期の思想家である西村茂樹が著し、急速な欧化主義による道徳の退廃を批判し、儒教と西洋哲学の精髄が一致する「天地
の真理」を基礎に据えることで、日本独自の国民道徳を確立すべきだと主張した書物は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  立憲政体略 2.  将来之日本 3.  日本道徳論 4.  西国立志編

問2 商業活動を営む人々の社会的役割を模索し、商人の利益追求を正当なものとして肯定する一方で、正直と倹約を重んじる独自
の道徳・倫理を唱えて、よりよい社会の実現を目指した江戸中期の思想家は誰か。 （2018年　全国公立入試　類似）

1.  貝原益軒 2.  安藤昌益 3.  石田梅岩 4.  中江藤樹

問3 神仏習合の進展に伴い、日本の神々は、本来の姿である仏が人々を救うために仮の姿となって現れたものであるとする考え方
が現れた。この、平安時代中期以降に広く浸透した思想を何というか。 （2009年　全国公立入試　類似）

1.  神本仏迹説 2.  本地垂迹説 3.  山王一実説 4.  両部神道説

問4 修行と悟りは一体不可分であるとする思想を唱え、ただひたすらに坐禅を行う只管打坐を説いて、越前国に永平寺を建立した
鎌倉仏教の僧侶は誰か。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  親鸞 2.  栄西 3.  法然 4.  道元

問5 阿弥陀仏が立てた四十八の誓願が説かれており、その名号を称える衆生を一人残らず極楽浄土へ往生させるという救済の約束
が記されている、浄土教において最も重視される経典は何か。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  教行信証 2.  往生要集 3.  無量寿経 4.  阿弥陀経

問6 鎌倉仏教の展開において、阿弥陀仏による救済は人間の信・不信を超越していると考え、名号そのものに絶対的な救済力があ
ると主張した人物がいる。全国を遊行して「南無阿弥陀仏」と記した念仏札を配り、踊り念仏を通じて、信心の起きない者で
あっても往生できるという徹底した他力思想を説いた、この時宗の開祖は誰か。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  道元 2.  法然 3.  一遍 4.  親鸞

問7 江戸時代の大坂の町人学者で、仏教や儒教などの思想が歴史的に形成されてきた過程を批判的に検討した人物は誰か。彼は、
後世の思想家が先人の説の上に新たな主張を積み重ねていくことで思想が発展・変化するという歴史観を提示し、仏教経典の
すべてが釈迦自身の言葉ではないと主張した。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  富永仲基 2.  山片蟠桃 3.  手島堵庵 4.  石田梅岩

問8 空海が体系化した真言密教において、宇宙の真理そのものであり、修行者が一体化を目指すべきとされる、密教における中心
的な本尊を何というか。 （2010年　全国公立入試　類似）

1.  薬師如来 2.  大日如来 3.  阿弥陀如来 4.  釈迦如来

問9 近代日本の思想において、西洋文明の受容をめぐり、既存の知識や習慣を疑って真実を追究する「懐疑の精神」こそが文明の
進歩の原動力であると主張した。その一方で、自国の伝統を深く考えずに捨て去り、西洋の事物を盲信する軽薄な態度を戒
め、主体的・合理的な判断力をもつ「独立自尊」の個人を育成しようとした、著書『文明論之概略』で知られる思想家は誰
か。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  津田真道 2.  中村正直 3.  福沢諭吉 4.  中江兆民

問10 折口信夫は、日本の神の原型について、海の彼方にある常世国から定期的に村々を訪れ、人々に祝福や豊穣をもたらす異郷の
神（霊的存在）であると考えた。この、折口の民俗学において重要な位置を占める、来訪神の概念を何と呼ぶか。 （2025年　全国公立

入試　類似）

1.  うぶすな 2.  ことだま 3.  よりしろ 4.  まれびと


